
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  華陽フロンティア高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和７年６月１２日（木） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  華陽フロンティア高等学校 本館１階 会議室 

 

４ 参 加 者  会  長  安田 和夫  岐阜聖徳学園大学教育学部 教授 

                副 会 長    廣瀬 冨久夫    本校同窓会 会長 

                委  員    臼井 悟    鶉自治会連合会 会長 

                            小山 まい子  本校校友会 会長 

                            森  紀子   本校ＰＴＡ 会長 

南谷 東子   人権擁護委員 

三浦 宏    岐阜南署地域課県庁前交番所長 

                                                                                             

              学 校 側    早矢仕 賢治    校長 

              野田 美奈子  副校長 

                         有田 美穂   事務部長 

                            美濃島 広幸  教頭（定時制課程） 

              野田 潤哉   教頭（通信制課程） 

                            山村 奈美子  教務主任（定時制課程） 

              牧田 篤弥   生徒支援部長（定時制課程） 

              高橋 睦志   進路支援部長（定時制課程） 

              奥村 純平   研修主事（定時制課程） 

              渡邉 友也   生徒指導部（通信制課程） 

              後藤 尋史   進路渉外部長（通信制課程） 

                        

５ 会議の概要（協議事項） 

 ○ 本年度の教育活動について 

 （１）授業参観（定時制課程） 

 （２）スクール・ポリシー及びスクールミッションについて 

（３）令和７年度 教育指導の重点及び学校経営計画について 

①定時制課程（学習指導・進路指導・生徒指導・教員研修） 

②通信制課程（学習指導・進路指導・生徒指導・教員研修） 

 

〇本校の教育活動について 

 意見１：学校で生徒が一生懸命な姿が見られた。ＳＮＳの問題が多発しているので気を付けて

ほしい。部活終わりの生徒が自転車で４人くらい固まって下校していた。危ないので

気を付けてほしい。 



   ⇒ 生徒指導部から注意喚起を行う。 

  意見２：授業参観をして、私語が少なく真面目に授業を受けている。もっと授業参観の機会を

作ってほしい。登下校の送迎時の駐車マナーが悪い保護者がいるので、すぐーるなど

を使って注意喚起をしてほしい。 

    ⇒ 生徒指導部で注意喚起を行う。 

意見３：本校が、特に深夜徘徊や補導されているという報告は聞いていない。岐阜県の高校生

で見ると、大麻や薬物等、高校生が使用して逮捕された事案があるので講演会などを

通じて注意喚起するとよい。 

意見４：教師が生徒一人一人に対して近い関係でよい雰囲気がある。本校で学んだ４年間が人

生の土台である。高校と大学で学び続け、出会った友達は一生続いていく。学校でコ

ミュニケーションの取り方も学ぶことができる。社会自立に非常に役立っている。 

意見５：本校の生徒は、自分の意見をしっかり先生に伝えている。とても雰囲気が良い。本校

の職員が勤務している本校を好きと言えることがとてもよい。 

    社会全体で育休制度を推奨しているものの、特に教育現場では教師不足と言われる中、

育休取得に対する人的補充ができていないのが現状で、厳しい状況であると聞いてい

る。若者の孤独死など、自分をさらけ出せない若者が増えているなどの問題がある中、

本校は、心の安全基地としての役割を果たされ、大変素敵な学校である。 

意見６：授業中の生徒たちの様子を見せていただき、風通しの良い雰囲気が感じられた。   

スクールポリシーに基づいた指導をされており大変かと思われますが、素晴らしい。

生徒は先生方が思われている以上に先生方のことを見ている。先生方も自己肯定感・

有用感を育てるべく身体に気を付けられ頑張っていただきたい。 

意見７：生徒一人一人に丁寧に関わっていただいていることが分かる。 

社会全体で ICT活用が必須となっているが、困っている生徒に関する日頃からの支援

をお願いしたい。 

支援センターとしての役割を果たすことが可能な、自慢できる施設である。 

通信制課程の生徒に対して、コミュニケーション能力を育てる取組みが必要である。 

 

６ 会議のまとめ 

・会長・副会長に次の２名が選出され、全委員より承認が得られた。 

   会長：安田 和夫   副会長：廣瀬 冨久夫 （敬称略） 

  ・今年度のスクールポリシー及びスクールミッションについて、全委員より承認が得られた。 

・今年度の本校の教育指導の重点及び学校経営計画について、全委員より承認が得られた。 

・本校の教育活動に寄せる期待を多く聴くことができる貴重な機会となった。 

・次回は、１０月に実施する予定である。 


